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内
村
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
自
ら
の
祖
国
で
あ
る
日
本
（
］
：
：
）
と
自
ら
の
柿
仰
性
を
形
成
す
る
中心的存在であったジーザス（］の２の）といった「二つのＪ」と自ら呼んだものをあげることができる。
伝
統
的
社
会
で
培
わ
れ
た
儒
教
並
び
に
武
士
道
に
お
い
て
は
、
個
人
の
充
足
よ
り
も
社
会
全
体
の
秩
序
を
最
優
先
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
徳
の
高
い
指
導
者
が
前
提
と
な
る
べ
き
社
会
全
体
の
安
定
を
確
保
し
、
各
個
人
も
幸
補
に
生
き
ら
れ
る
と
い
う
、
全
体
か
ら
個
人
へ
と
向
か
う
考
え
方
で
あ
り
、
内
村
が
主
張
す
る
個
人
か
ら
社
会
へ
と
い
う
考
え
方
と
は
正
反
対
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
述
点
は
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
彼
の
信
仰
を
確
立
し
た
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
は
十
分
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
武
士
の
末
商
と
し
て
生
ま
れ
養
育
さ
れ
た
成
長
背
景
か
ら
、
武
士
道
櫛
神
を
は
じ
め
と
す
る
明
治
の
日
本
的
柿
抑
風
土
と
習
慣
を
忠実に実行していたので、当初、札幌腱学校でウィリァム・ス、、、ス・クラーク（二言ロ日の目ＢＱ日穴・］、患Ｉ胃囹の）
博
士
な
ど
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
梢
神
を
受
け
入
れ
た
時
（
一
八
七
六
’
一
八
八
一
年
）
に
は
ま
だ
机
当
の
抵
抗
も
あ
っ
た
こ
と
も
或
稲
実
で
あ
戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
二
（
崖
）
六九
三
（
一
八
六
一
’
一
九
三
○
年
）
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
た
い
。
彼
の
精
神
世
界
の
内
部
に
は
、
真
理
を
中
核
と
し
た
全
体
に
お
け
る
普
遍
的
存
在
と
し
て
の
神
の
存
在
が
前
提
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
信
川
と
信
頼
は
こ
の
真
理
に
対
す
る
愛
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
発
展
し
、
さ
ら
に
人
類
の
普
遍
的
価
値
と
し
て
様
々
な
梢
神
史
を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
自
ら
の
宗
教
的
信
念
を
雄
に
研
究・教育の場において、「真理愛」を求めつつ自らの宗教的信念を実践するための活動を広げ続けた。
２
内
村
に
内
在
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
（
丘
目
弓
）
Ｉ
「
二
つ
の
ｊ
」
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第
二
号
七
○
ろうが、明治一一年（一八七八年）六月二日に、アメリカのメソジストキリスト教会（『。の三のＳｏＳの（○面目◎ず）メ
リマン・コルパート・ハリス（昌の可目：○・］ワの耳霞風の．］震のＩ］①凶）の洗礼を契機として、独自の教会を持つこと
を
日
原
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
内
村
が
後
に
「
無
教
会
主
義
」
を
飢
唱
す
る
萌
芽
が
》
牙
生
え
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
後
アメリカのアマースト大学（し日ロ円の（○・」」のいの）への研学（一八八四’一八八八年）は、自らの内面とさらに深く向
き合う機会を与え、キリスト撤信仰を深める大きな転機を提供したであろう。在学巾、同大学の総長であり悩帥でも
あったジュリァス．Ｈ・シーリー（］ロ一首の．四・の①のどの）に感化を受けて、所謂宗教的回心を経験した。
宗教的方向性の転換を決めた時の様子を明治一九年（一八八六年）三月八日の自らの日記に記している。
三
月
八
日
余
ノ
生
涯
二
於
ケ
ル
甚
ダ
丞
大
ナ
ル
日
ナ
リ
キ
。
「
キ
リ
ス
ト
」
ノ
嫡
罪
ノ
カ
ハ
今
日
ノ
如
ク
明
瞭
二
余
一
一
啓
示
セ
ラ
レシコト嘗テアラザリキ。神ノ子〃＋上子架二釘ケラレ袷ヒシ事ノ中一一、今日マデ余ノ心ヲ苦シメシ凡テノ難問ノ解
決ハ存スルナリ。「キリスト」ハ余ノ凡テノ負債ヲ支払上粭ヒテ、余ヲ堕落以前ノ最初ノ人ノ清浄ト潔白卜一一反シ
筥閂ｇの．’『のｑ一『：。『日日Ｑど日日】屋。・ｚのぐの『ゴロ⑪岳のｇｏｐＢｍｂｏ急のＨｏｍｏ耳〕の〔ョ・『の。］の口『ごＨのぐ８」且
［○日の【ロ四口】（豚汁○０９口『・曰牙の○『ロｏ】［賞】○口。【【ずのｍｏｐｏ命ｏｏＱ－》の⑪（すの⑪ｏ］Ｐ［】○口。〔口」」【ロのＳ廟一．ロー箆の⑪忌日ワロ、
〔の戸のロヨぐ『ゴーロロ片ゴロ⑪｛口【・○ず「一の庁ロロ『田口頒回』］【ロ］Ｑのワ【⑪。、ロロワユロ、。］のワロ。【〔。〔ロのＤＰ『】（『ロロＱ】ロゴ○ｏの。○の○〔〔ずの
〔一別（ヨロコワの｛。『のＢの句口］」・ｚｏ弓閂ｍｐｏｏＱ．⑪。三一Ｑ・ロロロ曰く９口（ご】⑪〔○ワの』〕のぐの］の⑪ロの，句。『四厨⑫口汽の。○○ロゴ一一一
（１） 
、】くの【ロの口』員ゴロ口什・国。ゴ】］一口の①。〕の〔。『国】⑪、」。『『・ロロロゴ】］］の、ぐの日のご餌の仰ぐのロ⑫ニロいけ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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こ
の
よ
う
な
彼
の
信
仰
に
お
け
る
信
念
と
は
、
自
ら
の
内
面
だ
け
を
見
る
こ
と
か
ら
視
線
を
移
し
、
絶
対
者
を
見
上
げ
る
こ
と
こ
そ
が
信仰にとって必要不可欠な前提条件であるということに気づいた結果であったと考えられる。
その後、彼は、明治一一○年（一八八七年）に同大学を卒業するとともに団口目の］・『・｛のＱのロ◎の》》（理学士）の学位
を受けている。続けてコネチカット州（の日什の。命○・目の８．日）のハートフォード神学校（愚「熱・ａの⑦目ロ四ｑ）に
入学するが、神学教育そのものに失望し、明治二一年（一八八八年）一月まで挙業を続けたが、神学の学位は得ない
ま
ま
五
月
に
帰
国
し
、
第
一
高
等
学
校
の
教
員
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
先に屡］の⑪■の．．と．橇］：：．、を意味する「二つのＪ」と略述したが、内村にとっては通常のクリスチャンと同様に．．］の‐
戦中戦後知識人の担った使命と役割（二（崖）
七一
三
月
八
日
余
の
生
涯
に
お
い
て
極
め
て
重
大
な
る
日
な
り
。
キ
リ
ス
ト
の
臘
罪
の
力
は
今
日
の
如
く
明
瞭
に
余
に
啓
示
を
せ
ら
れ
し
事
か
っ
て
あ
ら
ざ
り
し
。
神
の
子
が
十
字
架
に
釘
付
け
ら
れ
給
い
し
事
の
中
に
今
日
ま
で
余
の
心
を
苦
し
め
し
凡
て
の
難
問
の
解
決
が
存
在
す
る
な
り
。
キ
リ
ス
ト
は
余
の
凡
て
の
負
債
を
支
払
い
袷
い
て
、
余
を
堕
落
以
前
の
最
初
の
人
の
清
浄
と
潔
白
と
に
反
し
得
給
う
。
今
や
余
は
神
の
子
な
り
。
余
の
義
務
は
イ
エ
ス
を
信
ず
る
に
あ
り
。
彼
の
た
め
に
神
は
余
の
欲
す
る
凡
て
の
も
の
を
余
に
与
え
拾
（３） 
》つくし。神は彼の栄光のために余を用い拾うべし。而して遂には余を天国に救い拾うべし。
給上得ルナリ。今ャ余ハ神ノ子一一シテ、余ノ義務ハ「イエス」ヲ信ズルニァリ。彼ノタメーー、神ハ余ノ欲スル凡テ
（２） 
ノ
モ
ノ
ヲ
余
二
与
へ
拾
フ
ベ
シ
。
彼
ハ
彼
ノ
栄
光
ノ
タ
メ
ニ
余
ヲ
川
上
拾
フ
ベ
シ
、
而
シ
テ
遂
ニ
ハ
余
ヲ
天
国
二
救
上
拾
フ
ベ
シ
。
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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⑪Ｐ⑩．、を最優先することに変わりはないものの、それと共に霞〕四℃目．・もまた同様に麺要であるという点にこそ、内村
の精神世界の内面がよく現われていると考えられる。彼が残したその有名な屡帛・門］：目・］：口貝・『岳のゴ・「一Ｑ・［ずの
（４） 
言ｏ１Ｑ［。『○画『】の［こ」｛・『○・・》．（我は日本のため、日本は世界のため、世界はキリストのため、万物は神のため）
と
い
っ
た
言
葉
を
見
る
限
り
、
彼
に
お
け
る
二
つ
の
Ｊ
と
は
単
純
な
国
枠
主
義
に
起
因
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
の
問
に
は
自
ら
の故郷（Ⅱ祖国］：：）と世界が存在し、恐らくそれらのもとに父なる神とキリストをおくことが重要な使命であ
ると彼は思っていたのであろう。彼にとっての一瀞の大義はあくまでも、、○・。．．（抑）であって、キリストを媒介者と
して「日本」も「我」もそこに恭順するのである。幼い頃に明治維新を迎えた彼にとって「ｎ本」という囚家の型は
ま
だ
充
分
に
完
成
し
て
い
た
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
不
定
狐
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
彼
は
、
国
家
の
あ
り
方
を
自
ら
の
あ
り
方
に
代
入
し
て
同
義
の
意
味
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
彼
は
、
自
ら
が
公
表
し
た
こ
の「二つのｊ」について、しばしば内外の少なからざる人々からその真意を尋ねられ、以下のように返答している。
私どもにとりまして愛すべきものとしては天上天下唯二つあるのみであります。その一つはイエスでありまして、
そ
の
他
の
も
の
は
日
本
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
英
語
で
申
し
ま
す
れ
ば
、
そ
の
第
一
は
］
の
⑪
□
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
第
二
は
甘
‐
ロ目であります。二つともＪの字をもって始まって居りますから私は、これらを称して『三○」．の即ち二つのジェ
（５） 
－の字と申します。
これは内村の内部における日本の伝統とキリスト教の原理の根源的結合の逆説的結果によるものであろう。神と共
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預’1ｔな外いこれ的こいで村に
言界もを理とし、教と言現の、
を｜この名想をかさ会の葉れ場内稗属で誉と－}しらかなのた合村
示すああ目分、にらい伝も、の
するるる標承こ日も繭達のこ日
ることもを灯１の本離藤をとの水
力と同の与しよのしの便忠よと
りを時とえつう無て’'１命わうい
ス求に受るつな教おにとれなう
マめ、けた、彼会こおする文国
的ずま止め盲のクうかる・化に
人、ざめに目疎リとれ啓こ的対格むにて透的タトス誠て示れ特す
とし真いばな感チみい的が質る
しろのたれ時はヤたる頑、が強
て現知にた代社ン・が言世、調自実識違少的会かそ、者俗Ｅ１は己の人い数・からの世で的本、を世足な派社ら歓結俗あIilli的’１灘M18鮴Ｍ１#黒ｌｉｌＩﾙﾋﾞｵｶﾞ
う変たこ人圧絶れ_すけｌ１ｉスのと革･ので力、な方るた否卜椛
促Ⅶ当脅艫［ⅦＷＬ鼎M1iのう世なた杭をいい非のキギロ対でと界彼とし意うて妥姿リ主す
あしのの恩、味二彼脇でス護るろた１１’態わ現す重は的あ卜の伝
う彼で度れ存るの、態ろ教６１１銃・'４樵'４乱：Ⅶ州ネliM瞥ｉＭ
ｌＥｌしキそ会でにス、クⅡ(〔いｌｌｌｉｉ
ら横りれとはⅡチ信リのう性
の極スゆ制なんヤ１１１ス証最と
祖的卜え度いじンをチともも
国に教、、・なとⅡギヤ絶首無と責価彼並彼けし代ン対尾関世任値はびはれて的と者一係界を観絶に目ば「｜状しで賃で
に染の対時らな本況てあしは
対た啓者代のら社かのるたな
しし示を的立な会ら内神形いてなに頼状場かか雛村にでとＩ川が基り況がつらしの対見考
確らづとに少尤仲、立す出え
でもくし対数の’'1］〃'１場るさら壊血譽占艸馴|空騒ル棚的突者の新あるに（Ｉｉｌｌえ正も・
なの的疎しるうざ度るしの内
戦
中
戦
後
知
識
人
の
胆
っ
た
使
命
と
役
割
（
二
（
腿
）
七
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背
と
几
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
内
村
は
、
波
乱
万
丈
の
生
涯
を
送
っ
た
明
治
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
若
い
と
き
に
多
く
の
試
練
に
週
遇
し
て
い
る
。
帰
国
後
の
旧
制
第
一
高
等
学
校
の
教
諭
時
代
に
は
、
教
育
勅
語
に
拝
礼
し
な
か
っ
た
と
い
う
訴
え
を
出
さ
れ
て
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
れ
が
有
名
な
明
治
二
四
年
二
八
九
一
年
）
の
教
育
勅
語
奉
読
式
で
の
「
不
敬
事
件
」
で
あ
っ
た
。
一
八
九
一
年
一
月
九
日
、
文
部
省
の
要
請
に
よ
っ
て
璽
爪
の
第
一
高
等
学
校
は
教
育
勅
語
の
拝
読
の
特
別
式
典
を
催
し
た
。
拝
読
終
了
後
、
職
員
と
生
徒
全
員
は
通
常
の
神
道
礼
拝
で
行
わ
れ
る
敬
礼
の
作
法
に
よ
っ
て
深
く
頭
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
従
え
ば
偶
像
崇
拝
で
あ
り
、
少
数
の
キ
リ
ス
ト
者
職
員
は
こ
の
問
題
を
避
け
る
た
め
そ
の
日
の
式
典
を
欠
席
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
内
村
は
唯
一
の
キ
リ
ス
ト
者
教
員
と
し
て
川
席
し
た
の
で
あ
っ
た
。
勅
語
に
対
す
る
最
敬
礼
の
順
番
が
内
村
に
来
（６） 
た
時
、
彼
は
敬
礼
を
た
め
ら
い
、
求
め
、
し
れ
た
最
敬
礼
に
反
し
て
わ
ず
か
に
頭
を
下
げ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
不
十
分
な
敬
礼
は
天
皇
を
侮
辱
す
る
行
為
と
み
な
さ
れ
、
内
村
は
直
ち
に
教
員
、
生
徒
、
さ
ら
に
報
道
機
関
に
よ
っ
て
、
非
国
民
、
無
礼
者
、
神
聖
皇
室
の
冒
涜
一
方
、
内
村
に
対
す
る
攻
撃
は
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
に
ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
初
代
哲
学
教
授
、
井
上
哲
次
郎
二
八
五
六
’
一
九
四
四
年
）
は
キ
リ
ス
ト
教
反
対
論
の
学
識
的
代
表
者
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
「
必
然
的
に
原
理
と
実
践
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
教
育
勅
語
に
対
立
す
る
」
と
共
に
「
雌
一
神
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
は
Ⅱ
木
の
伝
統
的
な
君
主
に
対
す
る
忠
誠
と
親
に
対
する孝行を住とした勅語に対して本質的に不寛容であり共存はできない」と発言しつつ、「内村の例が示す如くキリ
３
「
不
敬
事
件
」
以
降
の
内
村
に
お
け
る
「
愛
国
心
」
に
関
す
る
認
識
法
学
志
休
第
一
○
六
巻
第
二
号
七
四
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し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
自
ら
の
宗
教
的
活
動
の
後
期
に
な
る
ま
で
軍
国
主
義
に
対
す
る
反
対
論
を
展
開
し
な
い
ま
ま
、
明
治
二
七
年
二
八
九
四
年
）
の
日
清
戦
争
時
に
彼
は
政
府
支
援
の
世
論
に
加
わ
っ
た
。
彼
は
日
本
の
軍
事
的
介
入
が
正
義
戦
で
あ
る
と
論
ず
る
「
日
治
戦
争
の
義
」
を
書
き
著
し
た
。
「
地
上
に
正
義
を
も
た
ら
す
た
め
行
わ
れ
た
戦
争
は
わ
ず
か
し
か
な
い
」
と
論
じ
た
上
で
、
彼
は
、
こ
う
し
た
義
戦
の
中
に
「
ミ
デ
ィ
ァ
ン
人
に
対
す
る
ギ
デ
ォ
ン
の
戦
い
、
ペ
ル
シ
ャ
に
対
す
る
ギ
リ
シ
ャ
の
戦
争
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
圧
迫
に
対
す
る
ス
エ
ー
デ
ン
王
ア
ド
ル
フ
の
抵
抗
」
を
含
め
た
。
彼
は
「
日
清
戦
争
を
こ
う
し
た
義
戦
の
観
点
か
ら
受
け
入
れ
、
こ
の
戦
争
の
目
（９） 
的
は
中
国
の
圧
迫
か
ら
朝
鮮
人
を
解
放
し
、
彼
等
に
政
治
、
壱
示
教
、
教
育
そ
し
て
通
商
の
ｎ
ｍ
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
」
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
後
、
内
村
は
自
ら
の
主
張
を
実
現
し
な
い
ま
ま
漂
流
す
る
現
実
の
姿
に
対
し
て
困
惑
し
、
と
り
わ
け
自
ら
の
英
文
戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
二
）
（
膳
）
七
五
（７） 
スト者は天皇の忠誠な臣民になりえない」Ｌ」まで非難したのである。これに対して内村は、「天皇が礼拝の式典では
（８） 
な
く
国
民
道
徳
水
準
の
高
揚
の
た
め
に
教
育
勅
語
を
発
布
し
た
」
と
応
じ
た
。
彼
は
自
ら
の
信
仰
者
と
し
て
の
誠
実
で
勤
勉
な
日
常
ル
エ
活
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
点
で
キ
リ
ス
ト
教
は
勅
語
の
道
徳
Ｈ
的
と
合
致
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
友
は
彼
か
ら
離
れ
、
学
校
は
彼
を
解
職
し
た
。
こ
の
事
件
は
、
彼
の
信
仰
に
も
関
わ
る
出
来
事
で
あ
り
、
根
本
的
に
は
真
の
神
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
問
題
に
関
わ
っ
て
く
る
赦
大
な
試
練
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
神
だ
け
が
唯
一
絶
対
的
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
真
の
神
は
存
在
し
な
い
と
い
う
自
ら
の
信
仰
告
白
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
例
え
、
神
と
見
倣
さ
れ
た
天
皇
の
存
在
が
公
認
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
彼
の
信
仰
は
こ
れ
を
拝
礼
す
る
こ
と
を
容
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
と
世
論
、
そ
し
て
学
界
な
ど
の
様
々
な
人
た
ち
が
取
っ
た
態
度
と
反
応
で
あ
る
が
、
多
く
の
人
た
ち
が
彼
を
非
国
民
と
し
て
迫
害
し
、
彼
は
悲
惨
な
立
場
に
陥
れ
ら
れ
る
こ
と
と
に
な
っ
た
。
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論説の対象であった西洋のキリスト信仰者に対して立場を失ったのである。現実において川本は払郷鮴に独立を与えず、
か
え
っ
て
朝
鮮
の
通
商
と
産
業
の
机
益
を
搾
り
取
る
形
で
組
織
的
に
械
民
地
化
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
内
村
は
こ
の
現
実
を
「
義
戦
（川）
が
略
奪
戦
に
転
じ
、
こ
れ
を
義
戦
と
称
し
た
預
一
一
一
一
回
者
は
今
は
ず
か
し
め
を
受
け
る
」
と
苦
々
し
く
こ
う
評
し
た
。
内
村
が
、
日
清
戦
争
（
明
治
二
七
年
Ｉ
明
治
二
八
年
、
一
八
九
四
年
’
一
八
九
五
年
）
に
対
し
て
は
「
義
戦
論
」
を
、
そ
し
て
日
露
戦
争
（
明
治
三
七
年
ｌ
明
治
三
八
年
、
一
九
○
四
年
’
一
九
○
五
年
）
に
対
し
て
は
「
非
戦
論
」
の
立
場
を
保
持
し
て
い
た
理
由
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
起
因
す
る
という事懲突に関しては、彼の内部で多くの論争占州を形成していたと考えられる。まず前者の場合は、当時の愉勢から
彼
な
り
に
判
断
し
て
、
日
清
戦
争
が
列
強
の
帝
国
主
義
支
配
か
ら
ア
ジ
ア
を
解
放
す
る
戦
争
と
解
釈
し
議
戦
論
を
主
張
し
た
が
、
国
益
最
優
先
の
戦
争
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
し
か
も
結
果
的
に
は
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
物
的
・
心
的
両
面
に
わ
た
る
後
遺
症
を
残
す
よ
う
な
形
で
終
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
実
を
直
視
し
た
彼
は
、
い
か
な
る
大
義
名
分
の
戦
争
行
為
も
反
対
す
る
と
い
う
価
値
観
を
有
す
よ》っな形で終わった。》
るに至ったと思われる。
彼は明治三一年（一弧
愛
国
心
の
名
に
お
い
て
危
害
は
国
賓
に
加
え
ら
れ
、
し
か
し
て
同
じ
名
に
お
い
て
我
ら
は
耶
備
急
増
を
求
め
る
叫
号
に
よ
っ
て
、
破
産
の
淵
に
瀕
せ
し
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
。
我
ら
が
教
育
制
度
は
愛
国
心
に
訴
え
る
、
そ
の
声
の
極
端
な
り
し
が
ゆ
え
に
腐
敗
せ
り
。
唯
一
人
の
真
の
愛
国
者
を
産
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
愛
国
心
の
騒
音
は
殆
ん
ど
国
土
を
溺
れ
し
め
た
り
。
こ
の
類
の
愛
国
心
に
つ
い
て
は
、
我
等
の
訴
え
る
声
ま
す
ま
す
少
な
か
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
そ
れ
に
益
々
多
く
求
む
く
か
ら
ず
。
…
誠
に
日
本
人
の
愛
国
心
は
、
こ
れ
ら
の騒がしい愛国者によって言い触らされるには過かに深いなり。それは無一言にして無意識なり。然るに、これら偽
八九八年）
三
月
一
一
日
に
「
病
的
愛
国
心
」
な
る
長
文
の
一
文
を
書
い
て
自
ら
の
立
場
を
公
表
し
た
。
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一方で彼は、日刊紙「萬朝報（よろずちようほう）』（明治三○年（一八九七年）ｌ明治三六年（一九○三年））に
勤
務
し
て
い
た
時
代
に
論
説
を
書
い
て
輿
論
の
注
目
を
浴
び
た
。
明
治
三
○
年
二
八
九
七
年
）
、
黒
岩
周
六
（
Ⅱ
黒
岩
涙
香
）
が
創
刊
し
た
『
萬
朝
報
』
に
は
大
衆
紙
な
が
ら
英
文
欄
が
創
設
さ
れ
、
内
村
は
そ
の
主
筆
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
当
時
す
で
に
旺
盛
な
執
筆
活
動
を開始し、『薙督信徒の慰』明治二六年（一八九三年）『求安録』明治二七年（一八九四年）．．■・三思の８ョの四○宮尉‐
愚口．．（「余は如何にして基督信徒となりし平』）明治二八年（一八九五年）、．．］８口。ｍゴロ岳の］ロロロロの⑪の劃（『代表的日
本人（Ⅱ幻のロ『の⑪のゴ【：ぐの菖のロ・［］：ロゴ）』）明治四一年（一九○八年）など主要な著作を完成していた彼は、やがて
幸
徳
秋
水
（
こ
う
と
く
・
し
ゆ
う
す
い
、
一
八
七
一
’
一
九
一
一
年
）
、
堺
利
彦
（
さ
か
い
．
と
し
ひ
こ
、
一
八
七
一
’
一
九
三
三
年
）
ら
と
と
も
に
社
会
評
論
家
と
し
て
も
世
間
で
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そして彼は、明治三四年（一九○一年）に『醐朝報』社が結成した「理想剛」には枠部として参加し、また、足尾
鉱
毒
事
件
で
は
鉱
毒
反
対
運
動
に
か
か
わ
る
な
ど
、
社
会
運
動
家
と
し
て
も
活
躍
す
る
。
し
か
し
、
日
露
戦
争
を
機
に
「
非
戦
論
」
を
展
戦
中
戦
後
剛
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
（
二
（
脳
）
七
七
善
的
信
仰
家
の
口
に
唱
え
る
愛
凶
心
は
、
健
康
と
力
を
求
め
て
叫
ぶ
病
人
の
訴
え
た
ら
ざ
る
を
得
ず
。
そ
し
て
愛
国
心
と
は
、
我
等
が
己
の
国
に
負
う
明
白
な
る
義
務
を
果
た
す
こ
と
以
外
の
何
物
な
り
や
！
隣
人
に
親
切
な
る
こ
と
、
貧
し
き
も
の
、
乏
し
い
者
に
同
情
す
る
こ
と
、
勤
勉
に
し
て
怠
怖
な
ら
ざ
る
こ
と
、
謙
遜
に
し
て
Ｔ
砿
な
る
こ
と
等
々
は
、
我
等
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
国
家
の
拡
大
を
箙
し
、
我
が
国
民
の
美
徳
を
誇
る
こ
と
と
同
じ
だ
け
愛
国
的
な
り
、
多
く
の
場
合
に
は
、
そ
れ
以
上
に
愛
国
的
な
り
。
芝
居
が
か
り
の
愛
国
心
は
、
実
に
十
分
以
上
を
有
せ
り
。
日
本
が
大
い
に
必
要
と
す
る
も
の
は
、
深
い
無
言
の
無
意
識
な
る
愛
同
心
に
し
て
、
今
日
の
（Ⅲ） 
騒々しい愛国心にあ這りざるなり。
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開し、幸徳秋水、堺利彦らとともに、明治三六年（一九○一一一年）には「主戦論」に路線を転換した『蕊朝釦些を退社
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
内
村
の
社
会
的
活
動
は
こ
の
時
期
を
契
機
と
し
て
徐
々
に
影
を
潜
め
、
聖
書
に
対
す
る
内
在
的
な
関
心
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
爾
後
の
彼
は
、
成
功
し
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
道
を
あ
き
ら
め
、
彼
は
聖
書
の
研
究
と
道
徳
信
念
の
演
説
に
（肥）
専念し、植民地政策における日本一拍国の道徳的腐敗を責めたのであった。
しかしながら、内村が対時していた歴史的現実は多くの場合、ますます思わぬ方向に進み、彼を一異切り続けていく。
国
内
的
に
は
富
国
強
兵
と
殖
産
興
業
な
ど
近
代
化
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
日
本
国
内
で
は
足
尾
鉱
毒
事
件
と
日
清
戦
争
、
日
露
戦
争
な
ど
の
歴
史
的
局
面
に
直
面
し
、
さ
ら
に
、
大
局
的
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
内
村
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
流
れ
に
杭
す
る
よ
う
に
、
「
非
戦
論
」
を
唱
え
、
自
ら
の
祖
国
が
本
来
の
使
命
を
自
覚
し
、
全
う
す
る
よ
う
促
す
論
理
の
展
開
を
繰
り
返
し
た
。
武
士
の
末
商
で
あ
り
使
命
座
感
の
強
か
っ
た
内
村
が
、
外
来
の
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
へ
と
到
っ
た
後
の
葛
藤
の
経
緯
は
こ
の
よ
う
な
時
代
性
に
も
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
真
理
的
価
値
を
得
る
ま
で
の
自
分
と
の
戦
い
の
中
で
、
内
村
の
思
想
の
根
本
的
な
あ
り方が形成されたと考えられる。彼が生涯にわたって愛しつづける「二つの』（］の⑪ロ⑩．〕ロロ圏）」の間における緊張
関係は、アメリカ留学中に回心を決めた経験よりも内面的には堅固に結び合っているとともに、自らの思想の原動力
としての役割を果たしているのであろう。内村が唱えたように、キリスト撒信仰と愛国心によって内面的精柳川性の完
成へ向かうということは当時の多くの人たちに対して直接的－，動を呼びかける契機を提供したと思われる。しかし、
一
部
で
は
内
村
が
主
張
し
た
こ
の
よ
う
な
意
見
に
対
し
て
、
内
面
的
思
惟
へ
の
過
度
の
傾
斜
を
危
倶
す
る
向
き
か
ら
は
、
所
謂
社
会
参
加
か
ら
の
後
退
と
ま
で
批
判
す
る
声
も
あ
っ
た
。
特
に
足
尾
鉱
毒
事
件
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
農
民
運
動
家
の
田
中
正
造
二
八
四一’’九一三年）からは「今は聖書を棄て樫起つくき時である」と反論されていた。彼の意見に対して内村は次の
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内
村
に
お
け
る
真
理
に
対
す
る
「
愛
」
の
理
念
は
彼
自
身
の
世
界
観
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
担
い
、
日
清
戦
争
以
降
、
平
和
を
テ
ー
マ
と
し
た
数
多
く
の
議
論
を
生
み
出
し
た
。
内
村
が
志
向
し
て
い
た
平
和
論
を
一
貫
し
た
観
点
で
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
平
和
な
状
態
と
は
、
自
ら
の
誤
り
の
検
討
を
可
能
に
す
る
普
遍
的
価
値
と
の
親
し
い
交
わ
り
を
通
し
て
得
ら
れ
る
根
源
戦
巾
戦
後
印
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
二
）
（
雁
）
七
九
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
上記のように内村は、個人がキリスト教的な救済に与かることによって社会の悪を根源から断ち、社会全体を改革
で
き
る
と
思
考
し
て
い
た
。
確
か
に
こ
れ
は
非
常
に
手
間
の
か
か
る
方
法
で
あ
り
、
実
行
し
て
い
く
上
で
は
大
変
忍
耐
力
を
要
す
る
作
業
（Ⅱ） 
であろうが、一方では「最も迂遠なる業の如くに見一えて実は最も簡易なる法」と彼は判断していたのである。
聖
書
を
棄
て
社
会
が
改
良
さ
れ
国
家
が
救
へ
る
な
ら
ば
之
を
棄
て
も
し
や
う
が
、
然
し
是
を
人
類
の
過
去
二
千
年
間
の
歴
史
に
照
ら
し
て
見
て
聖
書
の
研
究
は
社
会
改
良
の
最
良
法
で
あ
る
こ
と
を
吾
等
は
疑
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
。
…
聖
書
の
教
ゆ
る
人
生
観
が
人
の
懐
砲する所となりて如何に肘難なる社会問題と錐も解決せられないことはない答である。…吾等は聖書を以て人の霊
魂を救はんとするのである、餓者に食を袷するのは一時の救助である、其の霊魂を済ふのは永遠に渉るの救助であ
（旧）
る
、
…
故
に
五
回
等
は
聖
書
を
棄
て
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
４
真
理
愛
と
平
和
の
方
向
性
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法
学
志
林
第
一
○
六
巻
第
二
号
八
○
的な心の状態と考えられる。それによって生の喜びに満ちあふれた経験を持ち、それがその普遍的価値と一致するな
らば、真の「平和」と「真理愛」の実現に繋がると思われる。
確
か
に
明
治
以
降
の
近
代
期
に
お
け
る
国
家
の
支
配
力
は
徐
々
に
強
ま
っ
て
お
り
、
昭
和
に
入
る
と
、
い
わ
ゆ
る
全
体
主
義
と
対
立
す
るあらゆる表現および祈動は制約されるようになった。内村が危恨していたように、「病的愛国心」の論理が正道と
なっていったことは内村が標傍していた「真理愛」とは対極に位置するものであったに違いない。キリスト教に対し
ても「病的愛国心」が強制され、国家はすべての説教の題目をあらかじめ指示し、あらゆる宗抄好仙排は天皇肖像に対
（胴）
する些不拝と国歌の斉唱からなる臣民の礼拝をもって始められ、様々な戦争の開始によって、キリスト教会は戦争の勝
利
の
た
め
協
力
を
求
め
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
は
緩
や
か
に
国
家
椛
力
と
の
妥
協
を
目
指
し
て
い
た
が
、
昭
和
の
初
期
で
あ
っ
た
一
九
三
○年代中期にある方向へと姿を変えることになる。この時期からは国家神道を旧約聖書とみなし、新約聖書に取り入
（脳）
れる事で、キリスト者に神社参拝を奨励し、戦時中のキリスト教は天皇の剖仏緋を神の判仏砕と等しいものとする皇道キ
（Ⅳ） 
リスト教と呼ばれる融合宗教を宣一一一一口した。当時の海老沢亮（一八八一一一’一九五九年）は東アジアにおける日本の新し
い秩序の設立がキリスト教の目的と奇しくも一致すると唱えた。
｛ごゴロ豆⑪（ずの。（ゴのロ］ロロ〔○Ｎ（ず。］。□ぬ‐庁の「日『の○○口⑩可巨ｏ感。。。命同ロ⑫（少の国ｐ岸のロロ「ロ。⑫の厨昌四斤。（『の四］旨曰、岳のぐ『‐
の】○コのヨワ］口ＮＣロのＱ○口〔すのワロコロの『。．一日ロのヨ。『」ロ。。①莅日】｝ご副亜ロロロ［ず囚佇ｂｐＨｂｏの①・ヨのヨロの（別の。。、ロ同○四才のの戸○○旨‐
ＱＱのいのｂｏｐ（口口の○口の］臣夛『】【ず（ずの［ＥｐＱｐＢの口斤ロ」命日【す。〔○ケ『豚汁Ｂヨ（三・日ぽのｂ○一】ｏ『○ｍの〆庁のロＢｐｍＣぐの。【○斤ずの○○口ご‐
口の口斤。ｐ『【臼ヨ｜］ｂｄｐＱｂ」のョ臼◎ずｍｐＱの】〔の。①ロ（の『旨ロゴ目日□の臥口］四○口のの⑪。（ず９口］］日ロ『ワロ岳の】ロ】扇ロ。ごウのロの『。‐
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こ
の
よ
う
に
全
体
主
義
へ
の
制
度
的
妥
協
が
広
が
る
中
で
、
少
な
く
な
い
キ
リ
ス
ト
教
派
が
妥
協
を
拒
否
し
た
こ
と
で
、
国
家
に
よ
っ
て
迫
害
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
「
世
界
家
族
」
に
基
づ
く
植
民
地
政
策
に
よ
っ
て
迫
害
さ
れ
た
植
民
地
の
ク
リ
戦
中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
二
）
（
帳
）
八一
す
べ
て
は
そ
の
神
聖
な
る
皇
室
の
慈
悲
と
共
に
世
界
一
家
族
主
義
を
広
げ
よ
う
と
す
る
我
々
の
試
み
ｌ
、
我
々
が
こ
の
動
き
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
？
ｌ
と
、
地
球
上
に
は
こ
の
よ
う
な
磐
丞
両
な
る
家
族
を
具
体
的
に
実
現
す
る
こ
と
以
外
に
は
な
い
。
人
頻
の
父
な
る
神
を
見
上
げ
て
、
す
べ
て
の
人
賦
を
同
胞
と
考
え
る
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
の
原
則
で
あ
り
、
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
言
う
神
の
国
で
あ
る
。
日
本
精
神
の
根
本
で
あ
る
「
世
界
家
族
」
が
キ
リ
ス
ト
と
一
つ
に
な
る
神
の
国
を
構
成
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
（旧）
て
、
「
世
界
家
族
」
と
は
真
に
世
界
の
正
道
な
の
で
あ
る
。
ある。
する。
（旧）
。【西の口ぐのロロロロロロュロ．
］のロＯの‐芹ゴー⑪ごＣ一一○］・Ｏｍｐ一三の口。（⑪ｏｏＵ０】⑫ｐＣｐの。［ゴ。『（ケ⑪ロ（ずの○○コ。『の［の【のロ｜一説四画。。Ｃロの四『芹す。｛言ロ①のローユ（巨四｜〔回【ロ０
－－］□『】ロ。】ｂ］の。｛○ロ国⑫〔旨ロ一戸ぐ尋宮Ｃロ』○○六の仁ロ（○○○Ｑ口⑪［ず。句口［すの『○命日回口丙ヨロロロロ門のぬい『Ｑ⑫四一一日のロ回⑪。『の（す０
『のロ・ヨヨ⑪厨【すの○ゴユ⑪ご囚ロ○○コ◎のつ口○口。〔〔ゴの【甘い。○日。（の。◎・曰可のウロの）⑪。【（ずの〕ロロロロの⑪の砂ｇ「一【四一⑪○○○口の｝の（⑪
旨［亘の如口ゴロ［ゴロの管尹『。。。。『〔巳（。『の］ロ（Ｐ一（厨○コのミ】（ず○ケユの【一口日（ぐ，三四『．【宮、【口この【旨・の。ロワの【ずの○『○四〔こぐ口『
そ
れ
で
は
束
ア
ジ
ア
の
長
期
的
建
設
の
計
画
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
世
界
家
族
」
の
意
味
に
込
め
ら
れ
た
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
で
る
。
我
々
は
認
識
を
新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
言
葉
と
そ
の
目
的
は
キ
リ
ス
ト
教
の
基
本
的
信
仰
と
奇
し
く
も
一
致
Hosei University Repository
ｑ 
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亡（
肥
）
前
掲
響
、
一
四
○
頁
（吃）山本黍次郎縞、『内村鑑三日記珈喫伽全築』、市企爪、教文館、一九六四、一七八百’一八○頁参照
（旧）内村鑑三著『内村鑑三全集（第十巻）』、兎泉、岩波書店、一九一一一二年、九六頁’九七頁
（Ｍ）前掲書、（第七蝿）、四二一頁
（旧）【仁口の“日炉ＤＰ：弓ゴの。ゴユの（一四口○○口〔ＨＣｐ【ロ［一○コ君｝（ずの亘ｐ８ｚｇ－ｏゴロ一一のヨ．．・勺ご］四口の』ロ冨陣叩弓。⑦で「の②ごⅥ［の【同ロ四口ロ幻の｛○ゴゴの。勺ロワー
房冨昌○・：ご３Ｄ冨已．ｍ・ロロ』旨１国］・参照
（４）昭和五年（一九三○年）三月二八日、内村鑑三のご遺骸が葬られた多摩墓地の墓石に刻印。
なお、この墓碑銘は、内村が明治一六年（一八八一一一年）｜月に自らの英訳聖書の扉に書き記した＆弓（）ワのヨの３ヶ８５。ｐ日電
『・ヨロ．なる標語をもとに書かれた内容である。
（５）内村鑑三箸「内村鑑三全巣（第十四巻）」、東京、岩波書店、一九三二年、二八頁
（６）前掲書、（第二十巻）、二○七頁
（７）前掲轡、（第一巻）、二○三頁’二○五頁
（８）前掲書、（第二巻）、一七七頁’一八五頁参照
（９）前掲書、（第十六巻）、二六頁’三六頁参照
（川）前掲街、（第二十巻）、二八九頁
（Ⅲ）「福澤諭吉・三宅雪嶺・中江兆民・岡倉天心・徳富蘇峰・内村鑑三梁』（現代日本文学大系叩２）、筑摩書房、一九七二年、四二
（Ⅳ）久山康編「近代日本のキリスト教」、創文社、蕊泉、一九六○、一一一三四頁参照
（旧）幻のロ。『【⑦。｝ロｏ・○・エ。｝８日屡冨○月日］Ｐｂ目：。の冨貝ｏｚｇ】。：一一⑫ョ加シ⑫（且『。（勺『⑦幼の。（『「の目⑭ご］ロロ§の印の幻の一一四○口い，６豆，
Ｃｐｍｏｍ○三ｏの、。□已弓の『の】［已勺『のめめ・己①四つ勺・勺・己やＩ屋Ｐ
両
）
著
者
訳
’
四
一
二
頁戦中
戦
後
知
識
人
の
担
っ
た
使
命
と
役
割
二
）
（
腿
）
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